
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透光性のカバーが取り付けられたカバー枠体に設けられた係合部と、器具本体の両端部
に移動可能に取り付けられ、前記カバー枠に設けられた係合部に係止する係止部を有する
カバー取付金具と、該カバー取付金具を係止方向に付勢する付勢手段とを備え、前記カバ
ー取付金具が前記付勢手段によって付勢方向に移動したときに前記カバー取付具の係止部
が前記カバー枠体の係合部に係止することによって前記カバー枠体が前記器具本体に取り
付けられ、前記カバー取付金具を前記付勢手段の付勢力に抗して移動させたときに前記カ
バー取付金具の係止部の前記カバー枠体の係合部への係止が外れることによって前記カバ
ー枠体が前記器具本体から取り外せるように構成された照明器具のカバー着脱装置におい
て、
　

　 前
記カバー取付金具を、前記付勢手段の付勢力に抗して、前記カバー枠体が前記器具本体か
ら外れる位置に仮保持すると共に、前記カバー枠体の取付時に該カバー枠体によって前記
仮保持が解除され
　

ことを特徴とする照明器具のカバー着脱装置。
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前記取付金具に取り付けられ、一方の面に階段状に形成された第１段部と第２段部の２
つの段部を有する保持具が設けられ、該保持具は、

前記第１段部が、前記器具本体に設けられた貫通孔の縁部に係止することによって、

、
前記仮保持が解除されたときに、前記第２段部が前記貫通孔の縁部に当接し、前記第２

段部より第１段部側の部分が前記貫通孔に挿通されることにより、前記貫通孔を塞ぐよう
に構成されている



【請求項２】
　前記保持具の他方の面に該保持具を前記貫通孔の縁部側に付勢する付勢手段を設けたこ
とを特徴とする請求項 記載の照明器具のカバー着脱装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は天井面等に取り付けて使用される照明器具のカバー着脱装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図１０は従来のカバー着脱装置を含む照明器具の断面図、図１１は図１０の要部の分解斜
視図である。図１０において、Ａは器具本体、Ｂはカバー体である。まず、器具本体Ａの
構成について説明する。１は矩形皿状の取付板であり、周縁部７の外周部に下方に折曲さ
れた折り曲げ部９を有すると共に、周縁部７の内周部には周縁部７から下方に延出する壁
部５を有し、この壁部５に連続して底部３が形成されている。１１は取付板１の折曲げ部
９の中央付近に設けられた第一貫通孔、１３は取付板１の壁部５における上記第一貫通孔
１１に対向する位置に設けられた第二貫通孔である。１５は底部３における第二貫通孔１
３より少し中央寄りの位置に上記底部３の低面より下方に切り起したバネ受部である。こ
れら第一貫通孔１１、第二貫通孔１３、バネ受部１５は上記取付板１の他端側にも同様に
設けられている。
【０００３】
１７は一端側を第一貫通孔１１を貫通して器具本体Ａの外側に突出させて、他端側を第二
貫通孔１３に貫通させて器具本体Ａの背面に突出して支持される軸部１９と、該軸部１９
の中央両側部より下方に垂下して器具本体Ａの外方向に延伸した係止部２１ｂと、この係
止部２１ｂより斜め下方の内方向に延びる受圧部２１ｃとを備えてなるカバー取付金具で
ある。軸部１９における前記一端の両側には、図１１に示すように、エッジ部２０が設け
られると共にその中央付近には突起部２２が設けられ、その先端側には樹脂によって成形
された押ボタン２３の凹部２４が嵌入され、押ボタン２３が連設されている。なお、押ボ
タン２３の取付構造の詳細は図１２の部品図に示してある。
軸部１９の略中央部には下方に向かって切り起こされたバネ保持部２５が形成されている
。２９は一端を取付板１のバネ受部１５に保持し、他端をカバー取付金具１７のバネ保持
部２５に保持してカバー取付金具１７を常に器具外方に付勢しているバネである。
【０００４】
次に、カバー体Ｂについて説明する。３１は上部にパッキン３２が内装される断面Ｕ字状
の溝部３３を有し、下部に後述のカバーを保持するためのカバー保持部３５を有するカバ
ー枠であり、溝部３３の内側壁は保持具２７を押圧する押圧部３３ａとして、また溝部３
３の外底壁はカバー取付金具１７の係止部２１ｂに係合する係合部３３ｂとして構成され
ている。３７はカバー保持部３５に保持されたカバーである。以上のように、これらカバ
ー３７、カバー枠３１、パッキン３２によってカバー体Ｂが構成されている。
【０００５】
図１３はカバー体Ｂを器具本体Ａに装着する動作の説明図である。以下、カバー装着の動
作を図１３に基づいて説明する。カバー体Ｂを器具本体Ａに向けて押し上げると（図１３
（ａ））、まずカバー枠３１の押圧部３３ａがカバー取付金具１７の受圧部２１ｃを押し
、バネ２９を圧縮せしめてカバー取付金具１７を器具本体Ａの内方に移動させ（図１３（
ｂ））、さらに上方に押し上げてカバー取付金具１７の係止部２１ｂがカバー枠３１の係
合部の位置までくることによって、押圧部３３ａと受圧部２１ｃとの係合が外れ、バネ２
９の付勢力によってカバー取付金具１７は外方に押し戻されて係止部２１ｂが係合部３３
ｂに係合してカバー体Ｂが器具本体Ａ側に保持される（図１３（ｃ））。
一方、カバー体Ｂを取り外す場合には、図１４に示すように、カバー取付金具１７の押ボ
タン２３を内方に押すことによってバネ２９を圧縮し、係止部２１ｂを内方に移動せしめ
て係止部２１ｂと係合部３３ｂとの係合を解除させ、この状態でカバー対Ｂを下方に移動
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させることによってカバー体Ｂを外す。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
上記のような従来のカバー着脱装置においては、カバーを装着する場合に、カバー体Ｂを
押し上げるだけで装着可能なように構成されているが、実際には押圧部３３ａで受圧部２
１ｃを下方から押すだけでカバー取付金具１７を器具本体Ａの内方に移動させるためには
、カバー取付金具１７の軸部１９と第一、第二貫通孔１１，１３との摺動が円滑に動作す
るように摺動部を精密に製作しなければうまく機能しない。そのため、現実にはカバー体
Ｂを持ちながら押ボタン２３を操作しなければならず、操作が煩雑であった。
また、カバーを取り外す場合には、押ボタン２３を内方に押しながらカバー体Ｂを外さな
ければならず、取付時と同様に操作が煩雑であった。
【０００７】
本発明は、上述のような課題を解決するためになされたもので、着脱操作が容易でかつ確
実に行うことのできる照明器具のカバー着脱装置を得ることを目的としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る照明器具のカバー着脱装置は、透光性のカバーが取り付けられたカバー枠
体に設けられた係合部と、器具本体の両端部に移動可能に取り付けられ、前記カバー枠
に設けられた係合部に係止する係止部を有するカバー取付金具と、該カバー取付金具を係
止方向に付勢する付勢手段とを備え、前記カバー取付金具が前記付勢手段によって付勢方
向に移動したときに前記カバー取付具の係止部が前記カバー枠体の係合部に係止すること
によって前記カバー枠体が前記器具本体に取り付けられ、前記カバー取付金具を前記付勢
手段の付勢力に抗して移動させたときに前記カバー取付金具の係止部の前記カバー枠体の
係合部への係止が外れることによって前記カバー枠体が前記器具本体から取り外せるよう
に構成された照明器具のカバー着脱装置において、
　

　 前
記カバー取付金具を、前記付勢手段の付勢力に抗して、前記カバー枠体が前記器具本体か
ら外れる位置に仮保持すると共に、前記カバー枠体の取付時に該カバー枠体によって前記
仮保持が解除され
　

ものである。
【００１１】
【発明の実施の形態】
実施の形態１．
図１は本発明のカバー着脱装置を含む照明器具の断面図、図２は本発明の要部の分解斜視
図である。図１において、Ａは器具本体、Ｂはカバー体であり、従来例と同一部分及び従
来例に相当する部分には従来例と同一の符号を付してある。まず、図１及び図２に基づい
て器具本体Ａの構成について説明する。１は矩形皿状の取付板であり、底部３、底部３の
周縁から上方に立ち上がる側壁５、側壁５に連続して外方に延出する周縁部７、周縁部７
の外周端に下方に折曲された折り曲げ部９を有している。１１は取付板１の折曲げ部９の
中央付近に設けられた矩形状の第一貫通孔、１３は取付板１の側壁５における上記第一貫
通孔１１に対向する位置に設けられたスリット状の第二貫通孔である。１５は側壁５にお
ける第二貫通孔１３より少し下方の位置に設けられて後述のバネ２９の一端を保持するバ
ネ保持用孔である。これら第一貫通孔１１、第二貫通孔１３、バネ保持用孔１５は上記取
付板１の他端側にも同様に設けられている。
【００１２】
１７は一端側を第一貫通孔１１を貫通して器具本体Ａの外側に突出させて、他端側を第二
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前記取付金具に取り付けられ、一方の面に階段状に形成された第１段部と第２段部の２
つの段部を有する保持具が設けられ、該保持具は、

前記第１段部が、前記器具本体に設けられた貫通孔の縁部に係止することによって、

、
前記仮保持が解除されたときに、前記第２段部が前記貫通孔の縁部に当接し、前記第２

段部より第１段部側の部分が前記貫通孔に挿通されることにより、前記貫通孔を塞ぐよう
に構成されている



貫通孔１３に貫通させて取付板１に摺動可能に支持されたカバー取付金具である。このカ
バー取付金具１７は、図２に示すように、Ｔ字状の摺動片１９と摺動片１９に連続して下
方に折曲形成された垂下片２１とから形成されている。摺動片１９の脚部１９ａの先端に
は、図３に示すように、樹脂製の押ボタン２３の凹部２４が挿入され、脚部１９ａの先端
部に設けられた孔１９ｂが凹部２４に設けられた突起２４ａに係止するように構成されて
いる。摺動片１９のほぼ中央にはバネ受部２５が下方に向かって切り起こし形成されてい
る。
【００１３】
摺動片１９の脚部１９ａの基端側にはカバー取付金具１７を所定の位置に保持するための
保持具２７が枢着されている。保持具２７は、その上面は平面に、その下面は階段状にそ
れぞれ形成されており、下面には第一段部２７ａ、第二段部２７ｂが設けられている。保
持具２７の段部と取付板１の第一貫通孔１１との関係について説明すると、第一貫通孔１
１に摺動片１９の脚部１９ａを挿入した状態で、第一段部２７ａは第一貫通孔１１に挿通
可能であり、一方、同状態で第二段部２７ｂは挿通できないという関係にある。
また、保持具２７の上面には摺動片１９の脚部１９ａに反力をとって保持具２７を下方へ
回動させる板バネ２８が設けられている。
【００１４】
垂下片２１は、摺動片１９から垂直下方に延びる垂下部２１ａ、垂下部２１ａに連続して
水平外方に延びる係止部２１ｂ及び、係止部２１ｂに連続して斜め下方の内方向に延びる
受圧部２１ｃから構成されている。
２９は一端を取付板１のバネ保持用孔１５に保持され、他端をカバー取付金具１７のバネ
受部２５に保持されてカバー取付金具１７を常に器具外方に付勢しているバネである。
【００１５】
次に、カバー体Ｂについて説明する。３１は上部にパッキン３２が内装される断面Ｕ字状
の溝部３３を有し、下部に後述のカバーを保持するためのカバー保持部３５を有するカバ
ー枠であり、溝部３３の外側壁は保持具２７を押圧する押圧部３３ａとして、また溝部３
３の外底壁はカバー取付金具１７の係止部２１ｂに係合する係合部３３ｂとして構成され
ている。３７はカバー保持部３５に保持されたカバーである。以上のように、これらカバ
ー３７、カバー枠３１、パッキン３２によってカバー体Ｂが構成されている。
【００１６】
図４はカバー体Ｂを器具本体Ａから取り外す時の動作の説明図である。まず、カバー体Ｂ
の装着状態を図４（ａ）について説明する。カバー体Ｂの装着状態においては、カバー取
付金具１７の係止部２１ｂがカバー枠３１の係合部３３ｂに係止し、取付板１の折り曲げ
部９の端部がパッキン３２を押圧し、これら係止部２１ｂと折り曲げ部９によってカバー
枠３１の溝部３３を挾持した状態でカバー枠３１の係合部３３ｂが取付板１９の係止部２
１ｂ上に載置されてカバー体Ｂを器具本体Ａに保持している。
【００１７】
次に、カバー取り外しの動作について説明する。図４（ａ）に示す状態から、押ボタン２
３を器具内方へ押し、カバー取付金具１７をバネ２９の付勢力に抗して器具内方へ押し込
む。このとき、保持具２７は板バネ２８によって下方に回動する方向に付勢されているの
で、保持具２７の下面が第一貫通孔１１の下辺に接しながら器具内方向へ移動する。そし
て、保持具２７の第一段部２７ａが第一貫通孔１１の内側まで移動した地点で、保持具２
７の第一段部２７ａが第一貫通孔１１の下辺に係止し、カバー取付金具１７は、図４（ｂ
）に示す状態で保持される。この状態では、垂下片２１の係止部２１ｂとカバー枠３１の
係合部３３ｂとの係止が外れでいるので、そのままカバー体Ｂを下方に移動させて取り外
すことができる。
【００１８】
図５はカバー体Ｂを器具本体Ａに装着する動作の説明図である。以下、カバー装着の動作
を図５に基づいて説明する。図５（ａ）は取り外したカバー体Ｂを取り付ける直前の状態
を示しており、この状態で、カバー体Ｂを器具本体Ａに向けて押し上げると、カバー枠３
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１の押圧部３３ａが保持具２７の下面に当接し、さらに押し上げると、保持具２７が押圧
部３３ａに押されて上方に回動し、第一段部２７ａの第一貫通孔１１の下辺に対する係止
が外れる。そして、保持具２７はバネ２９の付勢力によって第一段部２７ａが第一貫通孔
１１に挿入され、カバー取付金具１７はバネ２９の付勢力によって器具外方へ移動し、垂
下片２１の係止部２１ｂのカバー枠３１の係合部３３ｂへの係合が開始し、さらにカバー
取付金具１７が移動して、第一貫通孔１１の下辺と保持具２７の第二段部２７ｂが当接す
ると、これがストッパーとなってカバー取付金具１７の器具外方への移動が停止する。こ
の一連の動作によってカバー体Ｂは器具本体Ａに取り付けられる（図５（ｂ））。
なお、保持具２７の第二段部２７ｂが第一貫通孔１１の下辺に当接した状態では、第一貫
通孔１１が保持具２７の第二段部２７ｂによって塞がれることになり、第二貫通孔１１か
ら虫やほこりが照明器具内に侵入するのを防止することができる。
【００１９】
実施の形態２．
図６は本発明の実施の形態２であるカバー着脱装置を含む照明器具の断面図、図７は本発
明の実施の形態２の要部の分解斜視図である。本実施の形態２は実施の形態１における保
持具２７に代えて、Ｔ字状の保持具４１を用いたものである。なお、その他の構成は実施
の形態１と基本的に同じであり、図中実施の形態と同一の構成には同一符号を付して説明
を省略する。保持具４１はＴ字状の肩部４１ａが摺動片１９の脚部１９ａに回動可能に取
り付けられている。また、取付板１の折り曲げ部９には保持具４１の脚部４１ｂが挿入可
能な孔４３が設けられると共に、折り曲げ部９の内面には保持具４１の脚部４１ｂの先端
に係止して保持具４１の回動を止める突起９ａが設けられている。
【００２０】
図８はカバー体Ｂを器具本体Ａから取り外す時の動作の説明図である。まず、カバー体Ｂ
の装着状態を図８（ａ）について説明する。カバー体Ｂの装着状態においては、カバー取
付金具１７の係止部２１ｂがカバー枠３１の係合部３３ｂに係止し、取付板１の折り曲げ
部９の端部がパッキン３２を押圧し、これら係止部２１ｂと折り曲げ部９によってカバー
枠３１の溝部３３を挾持する形でカバー枠３１の下面が係止部２１ｂに載置してカバー体
Ｂを器具本体Ａに保持している。そして、保持具４１の脚部４１ｂは孔４３を貫通して、
その先端が折り曲げ部９の外方に突出している。
【００２１】
次に、カバー取り外しの動作について説明する。図８（ａ）に示す状態から、押ボタン２
３を器具内方へ押し、カバー取付金具１７をバネ２９の付勢力に抗して器具内方へ押し込
む。このとき、保持具４１は重力の作用によって下方に回動しようとするので、保持具４
１の下面が孔４３の下辺に接しながら器具内方向へ移動する。そして、保持具４１の脚部
４１ｂが孔４３を通過すると保持具４１が下方に回動して脚部４１ｂの先端が折り曲げ部
９に設けられた突起９ａに係止する。この状態で、保持具４１の脚部４１ｂが折り曲げ部
９の内面に当接し、カバー取付金具１７は、図８（ｂ）に示す状態で保持される。この状
態では、垂下片２１の係止部２１ｂとカバー枠３１の係合部３３ｂと係合が外れでいるの
で、そのままカバー体Ｂを下方に移動させて取り外すことができる。
【００２２】
図９はカバー体Ｂを器具本体Ａに装着する動作の説明図である。以下、カバー装着の動作
を図９に基づいて説明する。図９（ａ）はカバー体Ｂを取り外した状態を示しており、こ
の状態で、カバー体Ｂを器具本体Ａに向けて押し上げると、カバー枠３１の押圧部３３ａ
が保持具４１の脚部４１ｂに当接し、さらに押し上げると、保持具４１が押圧部３３ａに
押されて上方に回動し（図９（ｂ））、脚部４１ｂの上面が摺動片１９に当接する位置に
くると、バネ２９の付勢力によって保持具４１の脚部４１ｂが孔４３に挿入され、保持具
４１による保持が解除され、カバー取付金具１７はバネ２９の付勢力によって器具外方へ
移動し、垂下片２１の係止部２１ｂのカバー枠３１の係合部３３ｂへの係合が行われる。
この一連の動作によってカバー体Ｂは器具本体Ａに取り付けられる（図９（ｃ））。
なお、保持具４１の脚部４１ｂが孔４３に挿入しすることによって、孔４３が保持具４１
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の脚部４１ｂによって塞がれることになり、第二貫通孔１１から虫が器具内に侵入するの
を防止することができる。
【００２３】
【発明の効果】
本発明は、以上説明したように構成されているので、以下に示すような効果を奏する。
【００２４】
　カバー取付金具を、付勢手段の付勢力に抗して、カバー枠体が前記器具本体から外れる
位置に仮保持すると共に、カバー枠体の取付時に該カバー枠体によって仮保持が解除され
るように構成されてなる 設けたので、一旦カバー取付金具を所定位置に仮保持さ
せておけば、カバーの取付時にカバー取付金具を操作する必要がなく、カバーの取付が簡
単かつスムーズに行える。
　また、カバーの装着状態において

貫通孔を塞ぐように構成されて
いるので、貫通孔から虫やほこりが照明器具内に入るのを防止できる。
【００２６】
　さらに、請求項 記載の発明によれば、保持具の他方の面に該保持具を貫通孔の縁部側
に付勢する付勢手段を設けたので、照明器具の設置方向に関係なく保持具と貫通孔の縁部
との係止を確実に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施の形態１のカバー着脱装置を含む照明器具の断面図である。
【図２】　本発明の実施の形態１の要部の分解斜視図である。
【図３】　本発明の実施の形態１の部品図である。
【図４】　本発明の実施の形態１のカバー取り外し時における動作説明図である。
【図５】　本発明の実施の形態１のカバー取り付け時における動作説明図である。
【図６】　本発明の実施の形態２のカバー着脱装置を含む照明器具の断面図である。
【図７】　本発明の実施の形態２の要部の分解斜視図である。
【図８】　本発明の実施の形態２のカバー取り外し時における動作説明図である。
【図９】　本発明の実施の形態２のカバー取り付け時における動作説明図である。
【図１０】　従来例のカバー着脱装置を含む照明器具の断面図である。
【図１１】　従来例の要部の分解斜視図である。
【図１２】　従来例の部品図である。
【図１３】　従来例のカバー取り付け時における動作説明図である。
【図１４】　従来例のカバー取り外し時における動作説明図である。
【符号の説明】
１　取付板、１１　第一貫通孔、１７　カバー取付金具、２１　垂下片、２１ｂ　係止部
、２７　保持具、２７ａ　第一段部、２７ｂ　第二段部、２８　板バネ、２９　バネ、３
７　カバー、３１　カバー枠、３２　パッキン、３３　溝部、３３ａ　押圧部、３３ｂ　
係合部。
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第２段部が貫通孔の縁部に当接し、保持具の第２段部
より第１段部側の部分が貫通孔に挿通されることにより、
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

(8) JP 3673933 B2 2005.7.20



【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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